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（参考 １）

第５期科学技術基本計画レビュー（まとめ）
第５期科学技術基本計画の期間（2016年から2020年）において、関係府省庁が連携し、科学技術

イノベーション政策を推進。

 イノベーション関連の司令塔機能の見直しなど、体制の構築は徐々に進展。

科学技術イノベーション関連予算は、第５期科学技術基本計画における対GDP比１％（約26
兆円に相当）の目標に対し、令和２年度当初予算までの期間において約23.8兆円を確保して
いるが、米中をはじめとする諸外国における投資額の伸びに追いついていない。また、官民
投資の対GDP比は高い水準にあるものの、投資の絶対額は諸外国の伸びに対して遅れを
取っていることから、対GDP比での設定が適切かは要検討。

第５期科学技術基本計画で設定された目標値に関して、産学連携やベンチャー企業関連指
標は概ね目標を達成する一方、若手研究者や女性の活躍といった研究人材の流動性関連
の指標は目標未達。目標値の設定方法を含めた指標の在り方については要検討。

 イノベーションを巡る社会情勢の非連続的な変化についていけず、デジタル化で大きく遅れ
ていることが、新型コロナ感染症の影響拡大に伴い顕在化。

研究力については、ノーベル賞を多数輩出しているものの、論文数、トップ論文数割合、新規
分野開拓等で日本が占める位置が相対的に低下している。特に若手研究者の活躍促進は
大きな課題となっている。

 “Society 5.0”の実現に向けたスマートシティ等の取組は一定の進展はあるものの、浸透度
は道半ば。世界に先駆けて提言したが、定義が十分でないこと、悪平等や既得権益に縛ら
れ変化のモチベーションが薄いことなどが阻害要因となり、十分に活かすことができなかった。

Society 5.0の定義が不十分、危機感とスピード感が大きく欠如していたことなどの第５期基本計画
期間の反省を第６期基本計画の検討へ活かすことが必要。
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第5期科学技術基本計画レビューとりまとめ⽬次

１．第６期科学技術基本計画への示唆

２．第５期科学技術基本計画の目標値等の現状と課題
（１）第５期期間中の科学技術・イノベーション関連トピック
（２）科学技術関係予算の推移
（３）政府の主な取組
（４）目標値・主要指標の進捗状況
（５）課題に関する検討状況

３．第５期科学技術基本計画の対象範囲等の現状と課題
（１）第５期科学技術基本計画の対象範囲
（２）Society 5.0の進捗状況

第5期科学技術基本計画のレビューの進め⽅

2019/10/29 基本計画専⾨調査会②
5期計画レビュー（ファクトデータを踏まえた⽬標値等の進捗状況と検証の⽅向性等）

2019/12/20 基本計画専⾨調査会③
５期計画レビュー（レビューから第6期計画への⽰唆等）
６期計画の⽅向性（将来像からのバックキャスト）

2020/3/26〜4/9 基本計画専⾨調査会④（書⾯審議）
５期計画レビューとりまとめ案
６期計画検討 （検討の論点）

2019/8/6 基本計画専⾨調査会①
5期計画レビューの進め⽅

2020/6/5 基本計画専⾨調査会⑤
５期計画レビューとりまとめ
６期計画検討
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